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　此の月の室は萬口が一団にMiraの魔術に魅せられるのではないだらうか・
　三角座．α星が三角形の頂鮎に四等の光度を放射して居るギリシャ文字∠
の鯉である滋では（a2　a2　a2t’x2＋t’）2＋di’z－2）とひやかして知隙移る・とにしやう・

牡羊座．黄道十二宮の最初の札所と云ふところである．α星（二等星）を羊

の頭（Hamal）として譲坐する牡羊の型である．此れこそ例のアルゴ1ル船遠

征の使命たる金集毛皮の刺1話の入口であり英雄ヤ1ソンを始めとしヘルクレ
ス，t’・フユ1ス等の死を賭けての最初の遠洋航海が此の坐せる白羊のほのか

な明るさからひらく．

鯨座．前月の美姫アンドロメダをあれ程に迄おびやかしたネ1レ1ズの恐
しい使者である．前世紀の爬寒暑に斯んな怪物が見受けられる様でもある・

此のグロテスクなギリシャ物語の頸部に不思議なMiraが十一ケ月を攣光し
て居るのである．此の月は四等雫から三等竿の間を行くのであらう・星の内

部に於けるエネルギ1の磯生と，共の表面よりの輻射の李衡關係より來る星

の脈動而も此のunstableに加ふるに此の星自罷の自車專による球形の歪み・加

之に離心率の大なる連星の場合の潮汐作用此れ等のtermの総和を了解する

事によってMira（不可思議なるもの）がミラでなく解決するのではないだら

うか．……今はペルセウスの畠山なければ．


